
日本のサーフィンカルチャーの変容過程に関する考察
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はじめに
• 1940年代に米兵たちが日本にサーフィンが持ち込んでから、60年近くの時間が経過した。

• 海にいけば、老若男女問わず、いろいろな人たちがサーフィンを楽しんでいる。

• テレビ、映画、ラジオ、ファッションなど、日常の多様な場面で「サーフィン」の痕跡を目にする
機会は多々ある。

• 複数の専門誌、サプライヤー、小売店、業界団体が存在し、独特の慣習をもった市場を形成してい
る。

• 日本のポピュラーカルチャー、レジャー産業など複数の文脈においてその存在感は看過できない。
だが、なぜ、どのように日本に定着したかという受容過程は、そもそも1次情報の整理も十分には
行われてはいない。

• さらに表象としての「サーフィン」と、実質的にその継承を強く意識している人たちの間の意識の
乖離が存在。また、繰り返されてきた対立図式も。

• 本報告では、とくに最初期にサーフィンに関わった人たちのヒアリングを通して、もともとアメリ
カでは労働者のレジャーであったサーフィンが、日本国内で富裕層に受け継がれたという「ねじ
れ」の存在に注目する。そのねじれが乖離と対立を生成する過程に、海外とも異なった独自の
「サーフカルチャー」を形成する起源を見出す。
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日本のサーフィン
• 2011年現在、日本全国の海岸に面した多くの地域でサーフィンを楽しむ人が存

在。北は北海道、南は沖縄まで、全国各地に及ぶ。

• 現在は1960年代～1980年代頃のような「逸脱」「享楽的なレジャー」からは
離れ、親子で楽しむ人や、リタイヤしてからサーフィンを始める人などもお
り、「海外から持ち込まれた異物」から定着の兆しを見せる。

• アマチュアの競技組織であり、1965年に設立された「日本サーフィン連盟」
（NSA）によれば、「会員数約15000人、全国72の支部、730の協力店舗」が
存在。

• ただし、NSAに加盟するのは、競技志向がかなり高い人間に限定されるた
め、レジャーとしてサーフィンを楽しむ人ははるかにその数は多いと思われ
る。通説や『レジャー白書』ではしばしば「100万人」という数を提示する。
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日本の文化における「サーフィンカルチャー」
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日本におけるサーフミュージックブームの火付け役となったジャック・ジョンソン
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日之出出版『Fine』2011年10月号
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日本のサーフィン産業
• サーフィン産業を構成する主体は、大型スポーツショップ、地域の
サーフショップ、ボードメーカー、ウェットスーツメーカー、出版
社、プロサーフィンなどである。

• ただし、その市場規模は小規模な店舗が多く、統計上もはっきりし
ない。（たとえば『レジャー白書』は、「サーフィン」と「ウィン
ドサーフィン」が同じ項目にまとめたうえで、1976年以後の「生産
台数」が空白になっている）

• 平成20年度の内閣官房総合海洋政策本部事務局調査『海洋産業の活
動状況に関する調査報告』は、サーフィンを含む海洋空間活動型産
業のうち一部利用型の付加価値額を約4,100億円と推計している。
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あるサーフショップの風景
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日本のサーフィン史

• もともと日本には「板子」「手ぶら」と呼ばれるような、板切れで腹ばいにのって
波に乗る文化が存在。漁師の文化として始まった板子が大正時代には富裕層の避暑
地におけるスポーツとして普及。芸者の絵を描いた「板子」が販売されていた
（2011年3月17日 大磯ビッグウェーバーズ創設者で初代NSA理事長坂田進氏聞き書き
資料）そのため、各地に「サーフィン発祥の地」といった話が存在。

• 日本のサーフィン受容史の全体像を描いた、レジャー産業を専門とする小長谷悠紀
は、その前史として茅ヶ崎に存在する1940年頃ハワイで製造されたと見られるサーフ
ボードに見出し、複数の場所で同時多発的に始まり、1960年代初頭の映画や音楽
（日本でも大ヒットしたビーチボーイズ『サーフィン・U.S.A.』は1963年）とともに
普及したと述べる（小長谷 2005）。

• 後述する坂田氏の聞き書きによれば、近代的なサーフボードを用いたサーフィンは、
第2次世界大戦後に、厚木基地、横須賀基地に滞在していた米兵が、神奈川県の湘南
海岸で余暇にサーフィンを楽しんだことが起源。
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（2011年3月17日 大磯ビッグウェーバーズ創設者で初代NSA理事長坂田進氏聞き書き資料より）
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新島博物館所蔵の1940年代のサーフボード
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繰り返される「乖離と対立」

• 着実に広がりを見せる日本のサーフィンカルチャーだが、その歴史にはいく
つかの乖離と対立が存在。解消不可能な乖離と対立がポピュラーカル
チャーとしてのサーフィンをとりまくコミュニケーションを駆動し、定着を
促進していると捉えることもできる。

• メディアの取り上げ方／実質的なコミュニティ

• 「アウトロー」「享楽的なレジャー」／「普通の趣味」「地元の関係性」etc

• 商業主義／反商業主義

• 大型店の登場／ヒエラルキー上の小売店の優位 etc

• 競技志向／非競技志向

• 国内におけるプロスポーツ化とその失敗／環境調和的なライフスタイル etc
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乖離と対立の起源

• もともとサーフィンは発祥の地ハワイでは王族のスポーツだったが、一般化したカリ
フォルニアでは労働者のレジャーとして普及。日本にサーフィンを持ち込んだ、駐屯地
の米兵たちも富裕層の子息というわけではなかったと思われる。

• だが、最初期（第2次世界大戦直後～1950年代）にサーフィンを集団で受容したのは、日
本では富裕層の子息のコミュニティであった。

• 大磯ビッグウェーバーズ、シャークス、鵠沼サーフィンクラブといった地元の名士の子息らで構成されたサロンであった（佐賀家）

• 高価な海外製のボードを購入。

• 余裕もあったためサーフィンの過度な商業化を望まず、レジャー、アマチュアリズムの追求を志向

• その後、ポピュラーカルチャーとして普及すると（1950年代～1960年初頭）、当時の感
受性の高い若者が参入。

• 高価な海外製ボードを購入することはできず、形状や材料を調べて自作。

• 現在の日本国内のサーフボードメーカーの主流がこちら。趣味のサーフィンを生業にするために、規模の拡大を志向

• 1960年代半ばになると、「カウンターカルチャーとしてのサーフィン」という新たなカ
テゴリが登場
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（2011年3月17日 大磯ビッグウェーバーズ創設者で初代NSA理事長坂田進氏聞き書き資料より）
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（2011年6月28日 GODDESS社長鈴木正氏聞き書き資料より）
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成熟した「サーフカルチャー」の登場

• 「ねじれ」が解消しがたい乖離と対立を生成し、メディアや企業がブランディングに
おける差別化戦略として、その構図を取り込んだことで、日本の「サーフカル
チャー」とそのコミュニケーションを独特なかたちで駆動し続けている（以下のもの
を併読、並行して消費することは多くはない）。

• 専門誌：『サーフィンライフ』（競技系）／『Blue.』（環境調
和系）etc

• ブランド：QUIKSILVER、Billabong（コンペ系）／ patagonia（環
境調和系）etc

• イベント：JPSA、ASP（競技系）／シングルフィンフェスティバ
ル（古いサーフボード、古いスタイルを楽しむことを目的とし
た競技。オールドカーレースに類似）／グリーンルームフェス
ティバル（音楽、環境調和系）etc
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総括と展望
• 日常の多様な場面で「サーフィン」の痕跡を目にする機会は多々ある。

• 複数の専門誌、サプライヤー、小売店、業界団体が存在し、独特の慣習
をもつ市場を形成。

• 最初期にサーフィンに関わった人たちのヒアリングを通して、アメリカ
では労働者のレジャーであったサーフィンが、日本国内で富裕層に受け
継がれたという「ねじれ」の存在に注目する。

• そのねじれが対立と乖離を生成し、それらがメディアやブランドに取り
込まれていく過程に、海外とも異なった独自の「サーフカルチャー」を
形成。

• より詳細を描くとともに、雑誌等の言説の変遷をあわせた議論を展開す
ることを検討。
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日本のサーフィンカルチャーの変容過程に関する考察
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